


∂′f′戸И額滅色求め,メ千曰朦の綿竹Zんわち 夕1

の々派濶線ι求めι夕4。

4.聯 ス 上れのろフク過級に力 マ`解浙t行ぅ

その時のうむ場後の恥檬ι図-3および図́ 4にrllネι

て、`る。メr′水在上昇過後ガら′たボ能が足常ボ熊
に達するまどの算定動ねこの変イιι図-5にFlウトしれヽ

る。下降酔 にお、`てま′図-6のような状態ゃら図
―クのようダボ筵に変リノノタralの算足滅ι壺の変化ぼ

図 8́1(冽示したようなものιなる。

4.〃εん́ s枷 毛テルによる実業た

,-3お よび図-4の冽に,い7

//e/c-6カa″毛っレにより実駿銘

フた,それぞれの実島υリカ様ι写真
~′～3に示してし`る。また′図´

′′には自由場猾面の変J力にフ,マ解

前ι実験ιのル教ι行夕てしヽる。ヱ

れらの結果ガら,氷左上昇確 ノ
´

たよ能および下“潤動筐にお、`て'印η

線の変ィじIまよく一致してしヽろ`スん

ろ。またノ流受ιFフしヽても′図-5

および図-3に 示して、`るように, Q

薇場勧腋ι無料植移がほιんび―孜し

Zrる 。

二:内曰り解ιの比較 質米在ι爵問的

κム界さtノその後 た́に株ワ錫翡aι.っ

し`マ1ま′内θガ準́ 燿齢記のヵ御こ夕tιに

角孵聯して、ヽろなそ=ぞイ芳ぅゥιのょぅ

ダ笏 に,3・ 2にEベ

たそ法ι進うけてrll遊解

着ιマみたしこち 図́

夕″ょび図―″のょぅな

結果ι得た。すダゎ多準

力́密れのみたι′し`ても

時間が修通オれば′′ヵ然

的にダ(り″ (のι Fnvヽ

た緒果によく一致する。、χ

参 力 丸 献
つ
夕就 形′鶴 鶴ξす

た常」受1撼レ淵LFワ■てノ珠 弦 誌′第`7-2`′

の券 彙́ 静′火z学 工′′264′″力55準∂澪.
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図-5来 イエ上昇通′擁′二足ボ食3(わ1あ流璧″贅ran的なた

図-6米ケ下降り齢 ,現 象説明国

図―ク紘 下降の場合タフι象うしθЯ国
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